
農林水産業・地域の活力創造プラン①
平成25年12月10日農林水産業・地域の活力創造本部決定（抜粋） （平成26年６月24日改訂）

22



農林水産業・地域の活力創造プラン②
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【参考①】食文化・食産業のグローバル展開（品目別輸出団体）

○ 品目別輸出団体の設立等によるジャパン・ブランドの推進
政策目的

○ 26年6月26日に輸出戦略実行委員会を立ち上げ、その下に7つの品目部会と5つのテーマ別部会を設置し、輸出戦略に基づく取組の検証や、実効
性のある輸出拡大に向けた取組体制等に関する議論を実施。本委員会における議論等を踏まえ、27年１月に、品目ごとの今後の輸出拡大方針を
決定。

○ コメ・コメ加工品、牛肉、日本茶、林産物、花き、水産物についてはオールジャパンで輸出に取り組む品目別輸出団体を設立。
※コメ・コメ加工品の輸出団体である、「全日本コメ・コメ関連食品輸出促進協議会」は11月27日に設立。

実行状況

26年6月設立
構成：品目別団体、全国知事会、日本貿易会、JETRO、食品産業セン
ター、全農、全中、関係省庁

目的：重点品目ごとの輸出戦略に基づき、オールジャパンでの輸出拡
大に取り組む品目部会

輸出商社等の専門家も含めた議論の場を設置し、品目別輸出団体等が輸出拡大に向けて取り組むべき方針を作成。
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品目横断的な主要テーマについて、輸出を
促進／障害を除去するための方策を議論。

地域ごとの課題を聴取。輸出戦略、産地間連携の取組みを説明し、意見交換。

輸出戦略実行委員会

本部（東京・大阪）
国内40貿易情報ｾﾝﾀｰ
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【取組】 産地間連携の推進、市場調査、見本市、商談会への参加、ジャパンブランド確立、オールジャパンでの日本産品ＰＲ 等
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【 参 考 ② 】 コ メ ・ コ メ 加 工 品 の 輸 出 戦 略

○ 精米の輸出量は、５年間で約２倍
の２千ｔ(約７億円）。香港・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

で約７割。中国向けは、過去最大で
も100ｔ程度。

○ 日本産米に対する評価は高いが、
許容できる価格差には限界。

○ 精米から長期間経過後も販売され
ているケースもあり品質にも疑問。

○ 中国市場では、品質差を上回る高
価格で流通しているのが実情。

○ 精米だけでなく、包装米飯・日本酒・
米菓も含めたコメ加工品の輸出に力
を入れる。

○ 世界のワイン消費量は、約2,400
万klで、主要な消費国はEU、米国
等。中国の消費量が上昇傾向。

○ 世界の酒市場の大きさを考えれ
ば、日本酒の輸出額の拡大余地は
大きい。

各国を代表する酒の輸出額（2011年/億円）

 コメ（包装米飯含む）
現地での精米の取組や炊飯ロボットと合わせ
た外食への販売など、日本米のプレゼンスを
高める取組を推進。

★重点国
新興市場：台湾、豪州、ＥＵ、ロシア等
安定市場：香港、シンガポール

 米菓
相手国のニーズに合った商品の開発、手軽
なスナックとしてのプロモーション強化。

★重点国
新興市場：中東、中国、EU
安定市場：台湾、香港、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、米国

 日本酒
発信力の高い都市や重点市場でのイベント・
事業を実施するほか、セミナー等を通じて、日
本酒の良さについて普及。日本酒の生産増
に対応した酒造好適米の増産が可能となるよ
う措置。

★重点国
新興市場：ＥＵ、台湾、中国、ブラジル、

ロシア、韓国
安定市場：米国、香港

日本酒 仏ワイン 英スコッチ

88 7,740 5,150

香港における
米の小売価格（円/kg）
新潟県産
こしひかり

米国産
こしひかり

950 490

(億円)

輸出の現状 分析 2020年目標と対応方向

○ 輸出額目標：６００億円。

○ 2012年の米菓輸出額は、約30億
円。主な輸出先は、台湾、米国、香
港等。

中国市場における
日本産米小売価格内訳（試算）

約1,300円/kg
流通ﾏｰｼﾞﾝ
約720円/kg

関税・増値税等
約180円/kg

FOB価格等
約410円/kg

(億円)

○ 2012年の日本酒輸出額は約90
億円。輸出先は、米国・香港で全体
の５割。
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日本酒輸出額推移

精米（商業用）輸出額推移

（年）

（年）

「農林水産物・食品の国別・品目別輸出戦略」抜粋
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生産者等

産地の自主的な取組による主食用米の安定販売・需要拡大支援

○ 産地の自主的な取組により需要に応じた生産・販売が行われる環境整備を図る観点から、気象の影響等により必
要が生じた場合には、産地の判断により、主食用米を長期計画的に販売する取組や輸出用など他用途への販売を
行う取組等を自主的に行う体制を構築していくことが必要。

○ あらかじめ生産者等が積立を行い、以下の取組を行う場合に国も一定の支援。

積立

国

拠出

産地

拠出

拠出
定額、

1/2以内
（※）

主食用米の
① 周年安定供給のための長期

計画的な販売
② 輸出用向けの販売促進等
③ 業務用向け等の販売促進等
④ 非主食用への販売

集荷業者・団体 産地自らの自主的な取組

（※） 値引きや価格差補てんのため
の費用は支援の対象外。

生産者等

生産者等
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